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実証事業サマリ：教育長が主導する学校や学びの転換プログラム(先生の幸せ研究所)

実証の背景と成果 実証内容

成果 ①教育長・指導主事向けプログラムの実装と自治体内
での普及・展開プラン策定

• 教育長・指導主事を中心とした自治体単位での個
別最適な伴走支援

• 教育長・指導主事間での協働的なネットワークをつく
る場づくり（合宿やオンライン）

• 自治体内で教委⇒学校⇒子どもの学びへの連鎖反
応を起こすための普及展開プラン

②教育長ネットワークや自治体間での相互参照を活か
した全国への普及・展開ロードマップ策定

• 各自治体や学校への個別伴走と、自治体間の協働
によって、向こう10年で全国への普及・展開を目指す

背景 学習指導要領の改訂から数年が経過しているが、学習者
主体の学び（個別最適で協働的な学び）への転換はな
かなか現場に浸透していない状況

教育長や指導主事のリーダーシップによって「学びの転換」
を推進できる環境を醸成する

10月 11月 12月 １月 ２月

オンライン交流(meetup)/
取組テーマ設定

実証先ごとの個別伴走

プレ効果測定 ポスト効果測定

オンライン交流
(教育長サロン＆指導主事の部屋)

実証先ごとの個別伴走

11月11～12日
中間合宿＠松下政経塾

・・・

・・・
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１．事業者
会社概要 サービス内容

株式会社 先生の幸せ研究所
2015年10月27日（2022年10月に株式会社化）

澤田 真由美
高い専門性を持ったメンバーが、学校園や教育行
政専門でコンサルティングを実施

社名
設立日
代表

【主な実績】
• 各自治体の事業で全国100校以上に通年の伴走支援を実施
• その他、教育長・教育委員・学校向けの研修・講演多数
• 「未来の教室」ではR3、R4に学校や自治体向けプログラム実証
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２．背景と目指す姿

【学校や教師の姿】
（教育観やあり方の転換）

「管理・指導する、教えるから
子どもを信じて委ねる学びへ挑戦」

子ども主体の学びへ
の転換に挑戦する
学校や教師

自らも思考して試行する実践者へ！

組織
開発

業務
改善

授業
改善

意識
変容 自走

【教委の存在意義】
（役割の転換）

「学校の挑戦を見守り、
応援する最高のパートナー」

学校の挑戦を
見守り、応援する
教育委員会

行動
規範

組織
開発

業務
改善

意識
変容

支援
伴走

管理者から支援・伴走者へ！

【子どもたちの姿・学び】
(新学習指導要領)

「個別最適で、協働的な学び」

自立した学び手に
成長する子ども

学びの
個別化

学びの
協働化

学びの
探究化

意識
変更

自立
自律

「他人事」だった学びが「自分事」に！

教育長

指導主事

（背景）学習指導要領の改訂から数年が経過しているが、学習者主体の学び（個別最適で協働的な学び）への転換はなかなか現場に浸透していない状況
（目指す姿）教育長や指導主事が変化の源になって各自治体内で「学習者主体の学びへの転換」を起こし、転換の連鎖が自律分散で広がっていく
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事業受託者：株式会社 先生の幸せ研究所
統括責任者：澤田 真由美（代表取締役）
執行責任者：若林 健治（取締役）
渉外担当 ：若林 健治 ※兼任
実務担当 ：澤田 真由美 ※兼任
実務担当 ：若林 健治 ※兼任
実務担当 ：大野 大輔
実務担当 ：青山 光一

アドバイザー/ゲスト講師：
• 信州大学教職支援センター  荒井 英治郎 准教授
• 開善塾教育相談研究所長 藤崎 育子 様
• 板橋第十小学校CS委員長 塚本 忠行 様
 

実施体制 実証フィールド
３．実施体制・実証フィールド

# 実証自治体 教育長枠 指導主事枠
1 青森県 ✓ ー
2 福島県 ✓ ー
3 山梨県 ✓ ー
4 福島県福島市 ✓ ✓
5 埼玉県羽生市 ✓(代理参加) ー
6 埼玉県ふじみ野市 ✓ ✓
7 東京都世田谷区 ✓ ✓
8 東京都利島村 ✓ ー
9 神奈川県鎌倉市 ✓ ✓
10 神奈川県逗子市 ✓ ✓
11 神奈川県葉山町 ✓ ✓
12 滋賀県湖南市 ✓ ✓
13 奈良県三宅町&川西町 ✓ ✓
14 大阪府大東市 ✓ ✓
15 鹿児島県伊仙町 ✓ ✓
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狙い 取組内容
①個別最適な実践
（伴走支援）

各実証先や参加者の現状、課題感
から取り組みテーマを設定し、個別最
適な伴走支援を通じて「学習者主体
の学びへの転換」に向かう変化を起こ
していく

各自治体・参加者のテーマに応じた個別伴走支援
• 指導主事や教員向け研修＋デモ授業（学びの転換や授業改善）
• 各学校のニーズに応じた校内研修（不登校支援、CSなど）
• 校長会・教頭会研修（学校の創造的な余白創出）
• 次期働き方改革プランの策定
• 教育委員会の業務改善

②協働的な場づくり・実践共
有・ネットワーク

教育長、指導主事同士が自治体の
垣根を越えて安心して話し合える場
や実践交流を通じて関係性を深め、
協働的な取り組みの連鎖を生み出し
ていく

教育長・指導主事ごとの交流や実践共有
• オンラインでの交流（教育長サロン、指導主事の相談部屋）
• 対面での中間合宿（11月11～12日＠松下政経塾）
• グループLINEでのカジュアルな情報交換
• 研修や実践の相互視察

③効果測定 ①②の成果を定量的、定性的に測
定することで実証プログラムの有効性
や参加者の変化を検証する

定量的調査
• 参加者の新しい専門性に関する資質向上
（チェンジメーカー/アクティブラーナー/ファシリテーター指標）

定性的調査
• 参加者インタビュー
• デモ授業を通じた教職員や子どもたちの反応や声

４．実証内容概要
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４．実証内容詳細①）個別最適な実践（伴走支援）
各実証先や参加者の現状、課題感から取り組みテーマを設定し、個別最適な伴走支援を通じて「学習者主体の学びへの転換」に向かう変化を起こしていく

子ども主体の学びへ
の転換に挑戦する
学校や教師

学校の挑戦を
見守り、応援する
教育委員会

自立した学び手に
成長する子ども

教育委員会

学校・教職員

子どもの学び

•指導主事向け研修・ワークショップ
•働き方改革プラン策定
•教育委員会の業務改善など

•校内研修・ワークショップ
•教員向け研修・ワークショップ
•校長会・教頭会研修・ワークショップなど

•協働での単元づくり
•デモ授業など

個
別
伴
走
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４．実証内容詳細②）協働的な場づくり・実践共有・ネットワーク
教育長、指導主事同士が自治体の垣根を越えて安心して話し合える場や実践交流を通じて関係性を深め、協働的な取り組みの連鎖を生み出していく

プログラム実施内容
■プログラム概要
個別面談＋キッ
クオフ
（オンライン）
時期:8～9月

• 初回キックオフで、参加者同士の関係構築や関心のあるテー
マ・課題感などを共有する

• 共に歩む仲間たち（実証フィールド、伴走者）と一堂に会する
ことで励まし合い、高め合えるコミュニティをつくる

教育長サロン/
指導主事の部屋
（オンライン）
時期:10～2月

• オンラインで定期的な待ち合わせ場所をつくり、現在取り組んで
いることや関心の高い共通テーマなどで刺激を受ける

（※以下は参考例）
 教育長のリーダーシップや組織開発・運営
 指導主事としてどのように学びの転換を起こしていくか
 学校とのコミュニケーションや訪問時のスタンス
 授業改善×業務改善の二刀流で働き方改革
 切れ目のない不登校支援

中間合宿
（対面）
時期:11月

• 他者と対話しながら教育課題や自分自身に向 き合い、どんな
風に変えていきたいか想いを馳せる

• コミュニティに集う全国の仲間と語り合い、繋がりや有機的な化
学反応を生み出す

（※以下はプログラムの一例）
 自分と学校の可能性を知るクリティカルシンキング
 個人でのテーマ出しと対話・アクション検討
 自治体ごとに今後に向けた対話

その他
時期:随時

• デジタルワークスペース、SNSなどで双方向のコミュニケーション
• Closedな空間で表に出せない話もしあえるコミュニティ形成

中間合宿
■場所: 松下政経塾＠茅ヶ崎
（https://www.mskj.or.jp/）

松下政経塾とは、松下幸之助が設立した、
未来のリーダーを育成する公益財団法人
であり、本プログラムの趣旨に合った場所と
して選定

■日程: 1泊2日（11月11－12日）
■プログラム案: 

•在り方を問い直す自己内対話
•各地域の未来の姿を描く(目的地)
• ネットワーキング、実践交流

実施サイクル

オンライン＆合宿で
の実践交流

自治体内で実践
（個別伴走）

•安心して話し合える場づくりで横の関係をつくり、励まし合い・高め合い
•事務局内、または学校で実践することで試行錯誤しながら変化を生み出す

振り返り・
さらなる実践

https://www.mskj.or.jp/
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４．実証内容詳細③）効果測定

測定方法 調査項目
■検証する内容
本プログラムでの協働や実践を通じて、参加者の変化を測定する
（新しい専門性の獲得）

■検証方法
本実証事業の事前・事後で定量、定性的な調査と評価を実施

• 定量的調査
• オリジナルの質問項目を利用して新しい専門性①～③の獲得
に関するアンケート調査を実施

• 調査対象は各プログラム参加者（教育長、指導主事他）

• 定性的調査
• 上記のアンケート回答内容を基に、参加者へのインタビュー調査
を実施

• その他、実際のデモ授業などを通じた教職員や子どもたちの反応
や声をを抽出

• 分析方法
• 上記の調査結果及び具体的な実践内容をを基に、 「本プログ
ラムを通じて参加者の資質にどのような変化が起こったのか？」を
定量・定性的に分析

■調査項目例
定量的調査については新しい専門性①～③に該当する調査項目を設計

① 当たり前を問い直し、政策や現場の変革を後押しする 「チェンジ・メー
カー」 であること
– 当事者であろうとし自ら率先して行動する力
– 考えたことを形にする力
– 学校や社会は変えられると思う力

② 未来の教育に必要な教育政策を探求し続ける「アクティブラーナー」であ
ること
– 経験にとらわれずに視野を広げ「そもそも」を考え続ける力
– 困難を乗り越えようとする粘り強さ
– 事務局内職員に限らず必要な人とネットワークをつくる力

③ 組織全体や学校や地域との納得解を生む質の高い対話の「ファシリテー
ター」であること
– 多様な意見に耳を傾ける力
– 個人や組織の可能性を最大限発揮させる力
– より確からしい納得解を集団として作り出せるように導く力
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結果
①個別最適な実践
（伴走支援）

設定されたテーマに応じて具体的な変化や次年度以降のアクションプランを策定した
• 教育委員会向け: 学びの転換、授業改善×業務改善の二刀流による働き方改革プランの策定、
教育委員会事務局の業務改善などを実施し、次年度以降の施策やアクションプランを検討した

• 学校や教員向け: 学びの転換、余白の創出、不登校支援、CSなどニーズに応じた研修ワークショッ
プを実施し、次年度以降に本格的な取り組みを始める足場をつくった

• 子どもの学び（授業）: 協働での単元づくりやデモ授業を通じて、具体的に「学びの転換後の姿」
を示した

②協働的な場づくり・実践共有・ネット
ワーク

協働の場（オンライン＆合宿）での語り合い、実践交流やネットワーキングを通じて、様々な取り組み
が他の実証自治体や参加者に波及する連鎖反応が起こった

• 中間合宿: 松下政経塾という特別な場所の持つ力も借りて、教育長という孤独な立場や自治体
内に閉じた世界がひらき、自分とじっくり向き合うことで実現したい世界やこれから目指す方向性が
明確になった

• 実践交流: 参加者同士のネットワークや交流が自然とうまれ、各地での実践を視察したり、得られ
た知識や実践を持ち帰り、実践する連鎖反応が起きた

③効果測定 上記①②の実践を踏まえて定量的、定性的な変化/効果を測定した。
• 定量的調査：多くの測定項目で統計的に有意な数値の向上が見られた
• 定性的調査：特に合宿などの協働を通じて、外部の刺激・自治体間の違いや共通項の発見、
新たな知識・ネットワークから自己変容・行動変容につながったという声が多くあがった

４．実証結果概要
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参考. 実証自治体別のテーマ設定/主な実践内容のまとめ
# 実証自治体 個別テーマ 主な実践内容
1 青森県 ー • N/A（プログラム途中から実践交流が中心でのご参加）

2 福島県 学びの転換/働き方改革 •次期教職員多忙化解消アクションプランの策定に向けて作成の観点や切り口、具体的な施策などをアドバイス

3 山梨県 ー • N/A（プログラム途中から実践交流が中心でのご参加）

4 福島県福島市 学びの転換/働き方改革 •授業改善×業務改善の二刀流による働き方改革の実現に向けたモデル校の創出と、市内展開を見据えた教員・指導主事向け
の研修・ワークショップを実施⇒教育長より次年度の教育課程編成などに関する方向性を提示

5 埼玉県羽生市 学びの転換/働き方改革 •教頭会での研修・ワークショップ開催＋山梨県の文書削減プロジェクトを参考に次年度の施策に組み込み

6 埼玉県ふじみ野市 学びの転換/働き方改革 • 12月からのプログラム参加で市内モデル校、教頭会向けに学びの転換や働き方改革などの研修・ワークショップ開催

7 東京都世田谷区 学びの転換/働き方改革 •最終的に自走する学校を目指し、授業改善×業務改善の二刀流による働き方改革の実現に向けた計画検討

8 東京都利島村 学校づくり/学びの転換 •小規模自治体の特性を活かし、希望する教員に対して1on1でコーチングを実施し、次年度以降は島全体へ広げる計画

9 神奈川県鎌倉市 学校づくり/学びの転換 •教育委員会のあり方からじっくり向き合いつつ、教育長の探Qサロンや次期働き方改革プランの素案検討など幅広く取り組む

10 神奈川県逗子市 学校づくり/学びの転換 •市内全8校を訪問⇒個別ニーズや課題感を把握⇒校内研修という流れで各校の主体的な取り組みを広げていく
• その取り組みを通じて指導主事自身も伴走ノウハウを学んでいく

11 神奈川県葉山町 教委の働き方改革 •教育委員会自身の働き方改革を進めるため、タイムマネジメント研修・ワークショップ開催⇒今後は組織全体の取り組みへ

12 滋賀県湖南市 学びの転換/働き方改革 •授業改善×業務改善の二刀流による働き方改革の実現を目指して外部講師の研修などを実施

13 奈良県三宅町&川西町 学校づくり/学びの転換 •小規模自治体の特性を活かし、各校の状況に応じてアプローチ

14 大阪府大東市 学校づくり/学びの転換 •大日向小や山吹小への視察などを通じて、指導主事自身の学校観・教育観をアップデート⇒市内での実践へ

15 鹿児島県伊仙町 学校づくり/学びの転換 •校長会での研修⇒希望する学校・教員への校内研修＋デモ授業で自主性を大切にしつつ、学びの転換の輪を広げていく
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外部の伴走者の力を借りながら
一緒に学校を応援していく

５．実証結果詳細①）個別最適な実践（伴走支援）
教育長・指導主事⇒学校・教師⇒子どもの学びへと一気通貫で転換の連鎖を起こした福島市、逗子市、伊仙町の取り組みは本プログラムで目指した姿そのもの
であり、このプロセスを自治体内、いずれは全国に広げていくことが出来れば必ず日本の教育が変わっていく

学校や
教師

教育
委員会

子どもの
学び

福島市

逗子市

伊仙町

教育委員会 学校・教師 子どもの学び

• モデルとなる学校の選定
•市内教員・指導主事向け研修
•伴走者との密な連携
•次年度へ向けたプラン作り

•入り口は創造的な余白を生み出すためのアイ
デア出しで、多くのアイデアや実践が生まれる

•学びの転換を起こすためのインプットや
自由進度学習の実践

協働的な単元づくり
、学びの地図の作成、

デモ授業、校内研修を通じて
更なる実践へ！

•全校へのヒアリング訪問
•各校のニーズに応じた伴走支援に
よって学校のWantを応援

•伴走者と一緒に学校を回ることで伴
走ノウハウや学校の後押しを学ぶ

• まずは校長会オンライン研修で知っ
てもらうし、興味のある学校や教師
向けの勉強会を開催

• デモ授業＋校内研修で具体的なイ
メージや単元づくり

• オンライン研修を通じて興味を持ち、まずはチャレンジしてて
みようという機運を高める

• デモ授業＋校内研修や講演会

創造的な余白・働き方不登校支援

Created by 塚本 忠行

生徒・地域・学校が一緒に
評議委員会を開催
（最高の学び！！）

CS・地域協働
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５．実証結果詳細①）個別最適な実践（伴走支援）※一部抜粋
教育委員会向け: 学びの転換、授業改善×業務改善の二刀流による働き方改革プランの策定、教育委員会事務局の業務改善などを実施し、次年度以降の
施策やアクションプランを検討した

学校や
教師

教育
委員会

子どもの
学び

■教育長・教育委員会のあり方を問い直し ■働き方改革に関するプランや実践

鎌倉市 福島県 世田谷区 鎌倉市 羽生市 ふじみ野市



19

５．実証結果詳細①）個別最適な実践（伴走支援）※一部抜粋
学校や教員向け: 学びの転換、余白の創出、不登校支援、CSなどニーズに応じた研修ワークショップを実施し、次年度以降に取り組みを始める足場をつくった

学校や
教師

教育
委員会

子どもの
学び

■学びの転換 ■コミュニティスクール ■余白の創出

福島市 逗子市 福島市 逗子市（他校の有識者から事例紹介）（市内教員＋指導主事向け）
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５．実証結果詳細①）個別最適な実践（伴走支援）※一部抜粋
子どもの学び（授業）: 協働での単元づくりやデモ授業を通じて、具体的に「学びの転換後の姿」を示した

学校や
教師

教育
委員会

子どもの
学び

■弊社コンサルタントが飛び込みで単元づくり＆デモ授業を実施 ■まずはお試しで実際にデモ授業を実施する指導主事も
福島市伊仙町

（小学校での飛び込み授業の様子）
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５．実証結果詳細②）協働的な場づくり・実践共有・ネットワーク
中間合宿: 松下政経塾という特別な場所の持つ力も借りて、教育長という孤独な立場や自治体内に閉じた世界がひらき、自分とじっくり向き合うことで実現したい
世界やこれから目指す方向性が明確になった

Created by 田上誠悟
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５．実証結果詳細②）協働的な場づくり・実践共有・ネットワーク
実践交流: 参加者同士のネットワークや交流が自然とうまれ、各地での実践を視察したり、得られた知識や実践を持ち帰り実践する連鎖反応が起きた

鎌倉市
教育長

「探Qサロン」

三宅町でも
教育長サロン
を開催

刺激に！

羽生市
教頭会研修

ふじみ野市
教頭会研修

うちでもやりたい！

山梨県
文書半減
プロジェクト

羽生市
次年度の施策
に組み込み

取り組み視察

学校視察
（大日向小・
山吹小）

大東市
新しい学びや
学校づくりに

教育観の転換
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５．実証結果詳細③）効果測定（定量的調査）
参加者アンケートによる効果測定の結果、多くの項目で統計的に有意な数値の向上が見られた

指標 項目 事前(Pre)の平均 事後(Post)の平均
チェンジメーカー指標 目的・目標の達成や課題の解決のために、色々なアイディアを考えることができる。 4.17 4.81

目的・目標の達成や課題を解決することができる。 4.17 4.43
目的・目標の達成や課題を解決するために、同僚と協力することができる。 4.70 5.19
目的・目標や課題の本質を踏まえて行動できる。 4.04 4.62
目的・目標や課題に対して、そもそもの前提を問い直すことができる。 3.91 4.67

アクティブラーナー指標 自分が実現したいことを学ぶことが好きだ。 4.83 5.33
自分が実現したいことは価値のあることだと思う。 4.87 5.38
自分が実現したいことを深めることで、自分の世界を広げることができる。 4.74 5.14
自分が実現したいことを客観的に見ることができる。 3.87 4.24
自分が実現したいことを深めていく過程で、やりがいを感じることができる。 4.78 5.29
自分が実現したいことを深めていく過程で、必要な情報を収集することができる。 4.39 4.90
自分が実現したいことを深めていく過程で、取り組むべき方向に向かって決断することができる。 4.35 4.67
自分が実現したいことを深めていく過程で、得られた成果と課題を振り返ることができる。 4.43 4.71
自分が実現したいことを深めていく過程で、協働して取り組むことができる。 4.48 4.90

ファシリテーター指標 同僚たちの気持ちを受け入れることができる。 4.52 4.95
同僚たちの多様な意見に耳を傾けることができる。 4.65 5.19
多様な意見が出るように同僚たちの思考を促すことができる。 4.09 4.71
同僚たちに課題に関する情報を提供することができる。 4.26 4.90
同僚たちの多様な意見を引き出すことができる。 4.09 4.52
同僚たちの意識を方向づけることができる。 4.26 4.67
同僚たちに質問することができる。 4.87 5.38
同僚たちから対立する意見を引き出すことができる。 3.74 4.29
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５．実証結果詳細③）効果測定（定性的調査）
（参加者インタビューより抜粋）

本実証プログラムに対する参加し
た当初と現在で具体的な変化を
どう感じているか？
（モチベーションや意欲の観点）

本プログラムを活用した実践や成
果にはどんなものがあるか？
（次年度以降を含む）

本プログラムの企画や運営につい
て参加者としての感想

•他の教育長の考えを聞くことで、新たな一歩
を踏み出す勇気をもらった

•メタ認知の高まりから「自分には周囲の世界
を変える力がある」と感じられた

•外部の刺激で自分自身がアップデートされた

•学習者主体の学びへの転換を起こしていくた
めの仕組みや事務局としてのあり方見直し

•授業改善×業務改善の二刀流による働き方
改革推進プランや学校での実践

•利害関係のない自治体間でのネットワーク

•教育長という孤独な立場だが、ここでは自分
の悩みや愚痴を言い合える安心感があった

•自由な会話から生まれる気づきや広がり、あ
えてプログラムをつくりこみ過ぎずに自然発生
的なものを目指すことがとても新鮮だった

•外部の刺激を受けて、自分の中に学びや教
育観の転換が起きたと感じる

•合宿を通じてより具体的なイメージが湧き、
校長会や学校向けの研修など企画すること
が出来た

•校長会、教頭会での研修
•学校への伴走支援
•具体的なイメージをつけるための単元づくりや
デモ授業

•合宿での語りやネットワークは本当に貴重な
体験だった

•事業の開始時期がもう少し早ければもっと多
くの実践を生み出せたのではないか

教育長 指導主事
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最終報告書目次

1. 事業者
2. 背景と目指す姿
3. 実施体制・実証フィールド
4. 実証内容
5. 実証結果
6. 今後の自走・普及プラン

Appendix
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６．今後の自走・普及プラン
本実証プログラムで得られた気づきを基に今後の自走・普及プランを検討する

① 各自治体での個別最適な実践（伴走支援）が全てのベースになり、様々な相乗効果が生まれている
⇒特に学びの転換を同時多発的に起こしていくためには各自治体内で実物を見せる・つくることが重要となる（人はイメージできないものは具現化できない）

② 教育長、指導主事の各レイヤーで協働を広げるための場づくりやコミュニティ
⇒直接的な利害関係がない飛び地で参加者が集まることで、弱みを見せあったり自分の地域にはない良さ/自分の地域にある良さをメタ認知することが出来る

【R6以降の具体的なイメージ】
① 国や各自治体の事業を基に、引き続き個別最適な実践を創出していく（伴走支援）⇒コンサル5～10名の人員体制で直接支援
② 事業をまたがって参加を呼びかけ、教育長・指導主事・学校の協働を起こす場やコミュニティを形成する ⇒各自治体教育長＋指導主事・教員数名で自走

国の事業 自治体の事業① 自治体の事業② 自治体の事業③ ・・・

教育長サロン

↓本実証プログラムより

指導主事の部屋

学校や教職員
学びの転換コミュニティ

「よんなな会」の教育版
のようなイメージ
(http://47kai.com/)

青山塾（自社主催）
を開校予定

利害関係のない参加者同士が何でも話し合えて、お互いを総合コーチングできるような場づくり
（基本はオンラインで定期的な待ち合わせ場所をつくり、相互に自治体や学校を視察するツアーを企画）

指導主事としての指導観・教育観をアップデートし、学びの転換を起こす伴走者として学校や教職員を後押ししていく
ための実践共有や、協働を起こす（相互に自治体や学校を視察するツアーを設けるなど）

教育長・指導主事の後押しを受けながら、学校観・教育観をアップデートし、子どもを信じて委ねる学びに挑戦してい
くための実践共有や、協働を起こす（相互に自治体や学校を視察するツアーを設けるなど）

個別最適な実践（事業単位）

協
働
的
な
場
づ
く
り

教育長200名程度展開
指導主事・教員2,000名程度
⇒学校との協働や相互参照で展開
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最終報告書目次

1. 事業者
2. 背景と目指す姿
3. 実施体制・実証フィールド
4. 実証内容
5. 実証結果
6. 今後の自走・普及プラン

Appendix
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(参考) 単元づくり研修

４．実証内容
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(参考) 単元づくり研修

４．実証内容

■ワークシート作成例（単元内自由進度 ） ■授業中の教師の役割・振る舞い
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(参考) なぜ、授業改善が働き方改革につながるのか？

４．実証内容

「指示・管理する」や「教える」を手放して、真に子どもに委ねる学び（例. 自由進度学習）を実践している教師の声より

コンセプト
(あり方・向き合い方)

•導入部分で単元の全体像(ステップとゴール)を示せば子どもたちは自分の力で進められる
•教師からの適切なフィードバックを受けながら、友達同士の学び合いが学級の文化になる実際の授業

導入 子どもに委ねる学び
(自由進度学習) 説明 子どもに委ねる学び

(自由進度学習)
テスト/
発表

単元全体も、各授業も基本的に同じような流れで進んでいき、教師が一方的に話す(教える)時間と子どもが主体的に学ぶ時間の比率が
逆転する（子どもが自走していくため、教師の役割が「指示・教える」から「承認・価値づけなどのフィードバック」に変わる）

• 「子どもは未成熟で教えなければ学べない存在」と考えるのか「子どもは適切なガイドとフィードバックがあれば自ら学ぶ存在」
と考えてるかで、これまで教師がお膳立てしていたことを丁寧に「手放す」「委ねる」「子どもの自由裁量を増やす」ことになり、
全体として業務負荷が下がる

個別最適で協働的な学びをするために、
授業中は「立ち歩きOK」、「おしゃべりOK」です。

自己決定できる子どもから
「先生、トイレに行ってもいいですか？」
と許可を求められることはありません。
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(参考) なぜ、授業改善が働き方改革につながるのか？

４．実証内容

「指示・管理する」や「教える」を手放して、真に子どもに委ねる学び（例. 自由進度学習）を実践している教師の声より

授業準備や評価など •単元のまとまりでワークシートや手引きを作成するため、準備時間が大幅に削減される
•課題の評価や丸付けも基準と適切なフィードバックがあれば子ども同士で実施できる

•そもそも子どもは大人に一方的に決められるのが嫌いなので、信じて委ねられることで自分事として学びと向き合うよう
になり、自然と学力が向上する

•自己決定や学び合いで学級の雰囲気や関係性が良くなり、トラブル、保護者からのクレーム、不登校なども減少する

その他の効果
(学級運営・生徒指導

など)
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(参考) なぜ、授業改善が働き方改革につながるのか？

４．実証内容

「教師が教える」 ー 「手厚い指導や支援」 ＝ 「子どもが主体的に学ぶ」

学びの転換前（Before） 学びの転換後（After）
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